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「必要 とされること」の位相

一小 学 校 で の ア シス タ ン ト ・テ ィ ー チ ャー体 験 を通 して 一

谷 村 千 絵

【要 旨 】

E.H.エ リ ク ソ ン(1902-1994)は ラ.イフサ イ クル に 関 す る著 述 の 中 で 「大 人の 人 間は 、 必 要 とさ れ る こ と を必 要

とす る」(E.H.Edkson,1964)と 述 べ て い る 。 筆i者は、 大 阪 市 立 四貫 島小 学 校 に ボ ラ ンテ ィア で、 ア シス タ ン ト ・

テ ィーチ ャ ー と して通 い は じめ て 一 年 に な るが 、 本 稿 で は 、 その 体 験 を振 り返 り、 エ リ ク ソ ンの い う 「必 要 と され

る こ と」 につ い て考 察 した。(1)で は、 エ リ ク ソ ンに つ い て若 干 の 説 明 を し、(2)で は エ リク ソ ンの ラ イフ サ イ

クル論 と 「成 人 期 」 につ い て ま とめ た 。(3)で 「大 人 の 人 間 は 、必 要 と さ れ る こ と を必 要 とす る 」 とい う見 解 に

つ い て触 れ 、 そ して(4)(5)(6)(7)で 、 具 体 的 な体 験 を振 り返 って 「必 要 と され る」 こ と につ い て 考 察 し、

(8)で は 「必 要 と され る こ と」 の3つ の位 相 と多 層 的 な生 成 につ いて 考 察 した。

(1)エ リ クソ ンに つい て

筆 者 は これ まで 、20世 紀 ア メリ カで活 躍 した精 神 分析 家E.H.エ リク ソ ンの ライ フサ イ クル論 を手 が か

りに、人 間が 「大 人 であ る」 とは ど うい うこ となの か とい う こ とについ て、 考察 を重 ね て きた1)。 本 稿 で

は 、 そ の な か で エ リ ク ソ ンが 述べ て い る 「大 人 の 人 間 は 、 必 要 と さ れ る こ と を必 要 とす る」(E.H.

Edkson,1964)と い うこ とに焦 点 を当 て て考察 す る。筆 者 は 、小学 校 に 一年 間 アシ ス タ ン ト ・テ ィーチ ャ

ー と して 通い
、 さ まざ まな子 ども とのか かわ りを体 験 した。本 稿で は、 そ の なかか ら、 エ リクソ ンのい う

「必要 とされ る こ と」 に関係 す る と思 われ る体験 をい くつか取 り出 し、考 察 を行 いたい 。

は じめ に、 エ リク ソ ンにつ いて簡 単 な紹介 を 』ζ お く。

E.H.エ リク ソ ン(E.H.Eriksonl902-1994)は 、 ドイツで 生 まれ 、若 い 頃 に縁 が あ って ウ ィー ンで暮

ら した と きS.フ ロイ トと出 会 った。 そ こで 、 フ ロイ トの娘 ア ンナ ・フロ イ トに教 え を受 けて児 童精 神分 析

家 とな り、1933年 に渡米 して いる。 ウ ィー ンで は私 設学 校 の教 師 を してい たが 、エ リク ソンは 当時 に して

は珍 し く 「子 ども と遊べ る男 性 」 と言 われ てい た とい う。 その こ と もあ ってか 、エ リク ソンは アメ リカで

最 初 の児童 精神 分析 家 と して成 功 した。 子 ど もの患 者 との臨 床経 験 、子 ど もの遊 び の参与 観 察研 究、 ア メ

リカン ・イ ンデ ィア ンの子 育 ての観 察、 子 ど もの発 達の 縦断研 究 な どを通 して、 子 どもの 自我 発達 と子 ど

もを取 り巻 く社 会 との 関係 を構 造化 して取 り出 す こ とに努 めた 。1950年 に 『幼 児期 と社会jを 著 し、既 存

社 会 の諸モ ー ド(様 式)と 個 人 の 内面形 成 との複 雑 な絡 み合 い を具体 的 に丁 寧 に描 写 し、か つ系統 的 に理

論 化 した彼 は、 一躍 有名 にな った。

エ リ クソ ンの人 間発達 理論 はラ イ フサ イクル論 とい われ てい るが 、 フロ イ トの心理 ・性 的理 論 を基盤 に

して、 そ れ を心 理 ・社会 的 な文脈 に押 し広 げた ところ に特徴 が あ る とい え る。 フロ イ トの性愛 理論 で い え

ば性 器性 の十全 な発 達が 人 間発 達理論 の終 わ りであ ったが、 エ リクソ ンは人 間発 達 に青年 期 とい う区分 を

設 け、個 人 が既 存社 会 の なか に生 きる場 所 や手 がか りを主体 的 に見 い だ して い くとい う重 大 な課題 を、 ア.

イデ ンテ ィテ ィとい う概 念 で説 明 した。 そ れ に よって彼 は、社 会 的文 脈 、文化 的文 脈 、歴 史 的文脈 が 人 間

の精 神発 達 に寄 与す る こ との 「こ との大 きさ」 と、そ う した影響 を主 体 的 に統 合 して い く人 間の 内的 な力、

す な わち 自我 の発 達 の力 につい て明 らか に した ので あ る。 さ らに、60年 代 以 降 は、個 と社 会 を包含 す る さ

らに大 きな理論 地 平 と して 、世代 サ イ クル とい うパ ー スペ ク テ ィ ヴを提 唱 して い る。 そ こにお い て彼 は、

個 人 の ライ フサ イ クル は、社 会 的、 文化 的、 歴 史的 に さ まざ まな影響 を受 け、・異 世代 と関係 し、 歯車 と歯

車 が噛 み合 うよ うに して、世代 サ イクル を生 み 出 してゆ くとい う構 造 を提示 してい る。

この よ うに生涯 発 達 のみ な らず 世代 の サ イ クル まで を視野 に入 れて 理論 構 築 を して きた エ リ クソ ンは、
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「大 人の 人 間 は、必 要 と され る こ とを必 要 とす る」 とい う。彼 は、 人 間が 「夫 人 」 で あ る とい うこ とを、

どの よ うな こと と して考 え てい たの だ ろ うか 。

(2)ラ イフサイクル論 と 「大人」について

エ リ クソ ンの ライ フサ イ クル論 は、社 会 とのか か わ りにお いて個 人 に引 き起 こ され る葛藤 と危 機 を、発

達 の順 に 「基 本 的信頼 対 基 本的 不信 」 「自律性 対 恥 ・疑 惑」 「自主性 対 罪悪感 」 「勤勉 対 劣等 感」 「ア イ

デ ンテ ィテ ィ 対 ア イデ ンテ ィテ ィ拡散 」 「親密性 対 孤独 」 「ジ ェネ レイテ ィ ヴ ィテ ィ 対 停 滞」 「統 合 対

絶望」 と表 して い る。
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図1は 、 エ リク ソ ンに よる ラ イ フサ イ ク ル論 の チ ャー ト(エ ピジ ェ ネテ ィ ック ・チ ャ ー ト)で あ る。

各 々の葛 藤が 書 き込 まれ た対角 線 上の マ ス 目に、 まず注 目 し よう。 そ れ らは、 下 か ら順 に発 達段 階 にそ っ

て構成 され てい る。 それ ぞれ の葛 藤 は、 ある時 期 にお い て と りわ け先鋭 化 した形 で 生起 す る。 ク ライ シス

(危機)で あ る。 この と きに、 自我 親 和 的 な感 覚(基 本 的 信頼 感 等)が 自我 違和 的 な感 覚(基 本 的不 信 感

等)を 上 回 る形 で葛藤 に解 決 が見 い だ される とき、危 機 は乗 り越 え られ、 そ の こと を通 して人 間が 有す る

内的 な力<humanstrengthlvi宜ue>(希 望 ・ケ ア等)が 発揮 され る とい う。そ して次 の局 面 に移 ってゆ く。

た だ し、 危機 的状 況 は去 って も、葛 藤 そ の ものが解 消 す る と考 え られ てい る ので はな い。エ ピジ ェネ テ ィ

ック(漸 成)と い う言 葉 に表 れて い る よう に、 このチ ャー トは、発 生学 の漸 成 説 を原理 と して構 成 されて

い る。 つ ま り、各 要素 は全 体 と して終始 一 つ の ま とま りを保 ち つつ(横 軸 の総 和)、 各要 素 が それ ぞれ の

時 期 にお い て臨界期 的発 達 を展 開 してゆ く(対 角線 上)と い う原理 で あ る。 このチ ャー トでは、 何 も書 き

込 まれて い ない 白紙の マ スは 、臨界 期 を迎 え る以前 ・以 後 に もそ の葛藤 が存 続 してい る とい うこ と示 して

い て、重 要 な意味 をもっ てい る2)。

さて、 この ような ラ イフサ イ クル論 は、 関係性(か か わ り)の なか で個 々の 人生 が紡 が れて ゆ く側 面 を

とらえ る もの で ある。 エ リクソ ンは著作 活 動 をは じめ た初期 にお いて 「健康 な 自我発 達 の理 論」 を考 案 し
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て いた 。所与 の社 会 との相 互作 用 の 中で 、人 間個 人が い かに その人 と して 自己を形 成 して ゆ くの か 、 とい

う ことの メカニ ズ ムを 「自我 発 達」 と とらえて考 案 した この理 論 こそ 、ライ フサ イクル論 の前 身 であ った 。

つ ま り、社会 との相互 作 用、 す なわ ち、 かか わ りの中 に生 きる人 間 を とらえ る視 点 で、 ライ フサ イ クル論

は貫 か れて い るので あ る。

その ような ライ フサ イク ル論 の成人 期 は 「ジ ェネ レイ テ ィヴ ィテ ィ 対 停 滞」 の葛 藤 の相 として提 示

されて い る。エ リクソ ンは、 大人 を、 「生 み出 す こ と<generate>」 と 「滞 る こ と<stagnation>」 の両極 の

間で揺 れ動 く存在 と見 てい る。 この葛 藤 を乗 り越 えるべ く発揮 され るの は、 何 か を<care>す る力 で あ る

とい う。そ の対 象 は人 間 の場 合 もあれ ば、動 物 や植 物 、 「もの」 や 「こ と」 の場 合 もあ るが 、 そ れ らを気

遣 い、責 任 を感 じ、大切 に して世 話 を し、 支 えて ゆ く<care>に よ って、 人 は 「ジ ェネ レイ テ ィヴ ィテ ィ

対 停 滞」 の葛 藤 を乗 り越 える 。 「大 人 の 人間 は、 必要 と され る こ とを必 要 とす る」 とい う一 文 は この文

脈 で用 い られ るの で あ るが 、つ ま り、<care>と い う力が発 揮 され る ため に は、 その<care>を 必 要 とす

る存在(も の)が 不可 欠 なの であ る。誰 か ら も何 か ら も必要 と され ない と き、人 は 「ジ ェネ レイ テ ィヴ ィ

テ ィ 対 停 滞」 の葛 藤 を乗 り越 え る ことはで きない。 あ るい は む しろ、そ う した葛 藤 を抱 え る ことす ら

ない とい え るだ ろ う。.

エ リク ゾ ンは、 主著 『幼 児 期 と社 会 諺 にお い て、大 人 は幼 い 世代 に依 存 して いる と断 言 も してい る3)。

「大 人」 は 、あ る年 齢 を過 ぎれ ばひ と りで にな る とい う もので は な く、 自分 を必 要 とす る存 在 との 相互 的

な形成 関 係 の なか に生 じる存在 様 式 なの で ある。 「大人 の 人間 は、 必 要 とされ る こ とを必 要 とす る」 とエ

リクソ ンがい うと き、 それ は、 人 は必 要 とされ る こと に よっ て大人 にな る、 とい う ことで もあ るだ ろ う。

(3)「 大 人 の人 間 は 、必 要 とされ る ことを 必 要 とす る」(E.H』6kSDn,1964)

彼 の 「大 人 の 人 間 は 、必 要 とさ れ る こ と を必 要 とす る」 とい う一 文 は 、1964年 に出 版 され たlnsight

andResponsibility(『 洞 察 と責 任』)に 収 め られ てい る、 「人 間の強 さ と世代 のサ イ クル」 とい う タイ トル

の論文 の なか に著 され て いる。 この後 には、 ダ ッシュ につづ いて 、次 の よ うに述べ られてい る。

「 なぜ な ら、 人間 は、 自分 が生 み 出 して きた もの、今 は`育 て られ'、 保 護 され な けれ ば な らな

い もの、や が て乗 り越 え られ なけれ ば な らない ものか ら発 せ られ る挑 戦<challenge>を 要 求す る一 そ

れ はつ ま り、人 間の 自我 の強 さのた めであ り、 また、彼 の所 属す る共 同体 の 強 さのた めで あ る。」

(Edkson,1964,p.131.)4)

エ リクソ ンは、 ここで は 「必 要 とされ る こ と」 を、 「挑 戦 され るこ と」 に置 き換 えて話 を続 け てい るが、

人 間は何(誰)に 「必 要 とされ る こと」(挑 戦 され る こ と)が 必 要 だ とい ってい るの か。 そ れは、 「自分 が

生 み 出 して きた もの」、 「今 は`育 て られ'、 保 護 され なけ れ ばな ら ない もの」、 「やが て乗 り越 え られ なけ

れば な らない もの」 か らで あ る。 これ らは、具体 的 に は仕 事 、子 ど も、理 念 や芸術 や文 化 、つ ま り、 自分

た ちが 生 み 出 して きて 、今 は ま だ守 らね ば な らな いが 、歴 史的 にはい ず れ乗 り越 え られて い くべ きもの、

と考 え るこ とがで きる。 その ような存在 か ら 「必 要 とされ」、「挑 戦」 され る こと によっ て、人 間 の 自我 や

共 同体 の 強 さが鍛 え られ る。 その た め に人 間は 「必 要 とされ る こ とを必 要 とす る」(挑 戦 され る こ とを要

求 す る)と エ リク ソ ンはい うの であ る。

そ れで は、 「必 要 と され る」 とは、具体 的 に は どの よ うな状 況 を指 して い るの だろ うか。 そ して、 「必 要

とされ る こ と」(挑 戦 され る こ と)に よ り、 人 間 にはい か な る変 化 生成 が お こ る とい うの だろ うか 。以 下

で は、 「必 要 と され る こ と」 につ いて 、筆 者 が小 学校 に一年 間 ア シス タン ト ・テ ィーチ ャー と して 通 った

体 験 を も とに考 えてみ た い と思 う。 そ の際 、叙述 的 な分 類 に なるが 、〈子 ど もが 求 めて くる 〉〈体 が勝 手

に動 く〉〈子 どもの世界 の一 部 に なる 〉の3つ の位 相 で、 考察 を試 み る。
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(4)四 貫 島小 学 校 のア シス タン ト ・テ ィー チ ャー制 度 につ いて

筆 者 は、2001年12月 か ら、大 阪市 立 四貫 島小 学校 にア シス タ ン ト ・テ ィーチ ャー と して週 に1日 通 っ て

い る。 まず四貫 島小 学校 とア シス タン ト ・テ ィー チ ャー制度 につい て簡単 に説 明 してお こ う。四貫 島小 学

校 は 、大 阪市此 花 区、 大阪環 状線 西 九条 駅 か ら20分 ほ ど歩 いて 四貫 島商 店街 を抜 け た ところ に位置 してい

る。 下町 の小学 校 とい う雰 囲気 で、 各学 年 は約20～40人 の単 学級 で あ る。四貫 島小 学校 の アシス タン ト ・.

テ ィーチ ャー制 度 は、松 美 佐 子校 長 の リー ダー ・シ ップの もと、2001年 度 か ら始 め られ た。保 護 者 や地

域 の方 な ど、教 育 や子 ど もに関 心 のあ る様 々な 人が参 加 して い る。資 格 や特技 を もってい て希望 す る人 は、

大 阪市学 校支 援 人材 バ ンクに登録 してい る。ス タッフ にな った人 は、総合 的 な学 習の 時 間や校外 で の学 習、

グル ープ学 習、 習熟 度別 学習 な ど、 人手 が いる ときに ア シス タ ン トをす る こ ともあ れば、 先生 方 と連携 を

取 っ て、子 ど もに 自分 の特技 を教 える こ と も可 能で あ る。筆 者 は、 ア シス タ ン ト ・テ ィーチ ャ ー と して主

に低 学 年 のク ラス にい る こ とが 多 い。担 任の 先生 の ア シス タ ン ト的役 割 で授業 支援 を しなが らく子 ど もと

自由 にかか わ らせ て も らって い る。

ところで 、2002年 度 か ら大 阪 市内 の希 望す る小 学校 で取 り組 まれ てい るイ ンター ン ・シ ップ制度 は、 大

阪教 育 大学2部 の学 生 な らび に大阪 市立 大学 の学 生 をアシス タン ト ・テ ィー チ ャー と して受 け入 れ、単 位

を認 定 す る とい う形 の もので あ るが 、四 貫島小 学校 での取 り組 みは この制 度 の先駆 けであ っ て、少 なか ら

ず影 響 を与 え てい る よ うに思 われ る。四 貫島小 学校 もまた2002年 春 か らイ ン ター ン ・シ ップ制 度 を取 り入

れ てお り、教 職 につ くこ とを希望 してい る数 名 の学生 が通 って きて いる。 た だ、初 年度 とい う こ ともあ っ

て 、学校 ご とにア シス タン ト ・テ ィーチ ャーの位 置づ け は異 な る よ うだ。 四貫 島小 学校 の よう に子 ど もと

自由 にか か わる こ とがで きて、教 室 に もほ とん ど 自由 に出入 りで き、(研 究授 業 で はな く)先 生 方 の 日々

の教 育実 践 を見 、話 も し、 また 、教 師の 立場 で学校 や職員 室 の雰 囲気 を感 じる こ とが で きる とい う、教 職

を 目指 す学生 に とって あ ま りに も恵 まれ てい る この環 境 は、筆 者 も含 め、 異者 を受 け入れ る四 貫 島小 学 校

の松 美佐 子校 長先 生 を は じめ 各先 生方 の理 解 に深 く支 え られ てい る。

さて 、四貫 島小 学校 にお いて 、 アシス タン ト ・テ ィー チ ャー の筆 者 は子 ど もの 目 に どの よう に映 ってい

る の だろ うか。低 学 年で あ れば 、私 の体 の大 きさは彼 らの倍以 上 に な り、 彼 らに対 して私 はそ こにい るだ

け で まず 「大 人 」で あ る。 そ して、筆 者 の教 員免 許 は幼稚 園教 諭 の み、胸 に は 「ア シス タ ン ト ・テ ィーチ

ャー」 の名札 が かか って はい て も、子 ど もの 目 には 「先 生」・と映 る ようだ。

(5)体 験A〈 子どもが求めてくる〉

その なかで 、筆 者 は、子 ど もに どの ように 「必要 と され る こ と」 があ る だろ うか。

もっ とも分 か りや すい のが 、子 ど もが具 体 的 な援 助 を求 めて きた り、頼 りに して きた りす る こ とであ る。

勉 強で分 か らない と ころ を聞 か れた り、 けん かの仲 裁 を頼 まれ た りす る こ と、授 業 中 に何 をす れ ばいい の

か分 か らな くなっ た と き、尋 ね られ る こ と。 これ らは、 まが りな りに も筆 者が 先生(あ るいは 大人)と し

て彼 らの 目に映 って い る と き、求 め られ る もので あ る。子 ど もが な にか言 い たい こ とが あ る と き(「 昨 日、

妹が 生 まれ た」 とか 、 「今 度 の金 曜 日に いい こ とがあ るね ん」 な ど)、 た だ話 し相手 と して 求め られ る こ と

もあ る。 ときに は 「ふで箱 とって」 「これ消 して」 と召 使 い の ように求 め られ る こ と もあ る。 また、 と り

わ け低学 年 で は、 「だ っこ」 や 「お んぶ 」 を求 め られ る こ と も多 い 。 いつ の まに か子 ど もが筆 者 と手 を繋

い でい た りもす る。

この ような形 で 「必 要 とされ る こ と」 は、 目に見 えやす く、 また応 えや すい 。子 ど もか らの 要求 は明確

で あ り、 そ の ほ とん どが 、筆 者 自身が す で に有 して いる こ とで応 え られ る。〈 子 ど もが 求 めて くる〉 とい

うのは、 もっ と も分 か りやす く、状 況 に よって は とて も気持 ち のい い必 要の され方 で あ る とい え よ う。

ところで、 例 に も挙 げたが 、 た とえば 「筆箱 とっ て」 な ど と子 どもに召使 い の よ うに仕 え る ことを要 求

され る と き、筆 者 が それ を断 れ ば、 「こ うい う こ とは要求 して もして くれ ない 人 間だ」 とい う像 が、 子 ど

もの中 にで きる。 また、 た とえ ば 「国語 や算数 につ いて質 問す れ ば教 えて もらえ るが、 担任 の先 生 の教 え

方 と違 う」 「学校 の決 ま りにつ いて 聞 いて も、 この人 は よ く分 かっ てい な い」 と子 ど も達 は、 感 じてい る
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か も しれ ない 。 その よう に して、彼 らが筆 者 に期 待 して 要求 して くる役 割 と、筆 者が 応 え られ る役割 が 、

そ の 関係 性 の 中で明確 に なって くる。彼 らの 要求 に対 して よ り適切 に応 え よう とす るこ とで、筆 者 の側 に

は 、た とえば勉 強の教 え方 を工夫 し、 学校 の決 ま りについ て最 低限 は把 握 す る よう努 め る とい う次 の行動

が生 じる(役 割受 容)。 また 同時 に、筆 者 に応 え られ ない役 割が 明確 になれ ば(役 割拒 否)、 そ の役 割 に対

す る子 どもの期待 に変 化 が生 じる とい うこ と もあ る。 その や りと りを通 して、子 ど も達 は、筆 者 が彼 らに

どの よ うに反 応 し、 いか な るス キル を もって応 える存在 なの か とい うこ とを具体 的 に知 り、 また筆 者 自身

も、彼 らに対 し、 自分 にで きる こ と とで きな い こ ととが明確 に なる。子 ど もか らの 要求 を通 して、一 人一

人が どの よう な子 ど もな のか もまた、浮 か び上 が って くる。

さらに、 同 じ行 為 で も状 況 に よっ て応 える こ とが で きた り、 そ うで なか った りす る こ ともあ る。 た とえ

ば 、休憩 時 間 な ら 「だ っ こ」 は して あげ られ るが、 授業 中 となる とそ うい うわ け に もい か ない。彼 らの気

持 ち は受 け止 め なが ら も、 「今 は授 業 中だ か らあ とで」 と断 る と き、 と くに一年 生 で あれ ば、 そ う した こ

ち ら側の 反応 を通 して、授 業時 間 と休憩 時 間の意 味 の違 い を体 得 してゆ くとい うこ と もあ るだ ろ う。

子 ど も達 に何 らかの 必 要(ニ ー ズ)が あ る こ とに よって 、子 ど も と筆 者 との 間で相 互 的 な や りと り〈

interaction>が 生 して ゆ く。 そ れ を媒 介(メ デ ィア)に して 、お 互 い を知 り、 お 互 いが 共 有 して い る時

間 ・空 間の意 味づ け(た とえば、 そ こは学 校で 、授 業が あ った り休憩 が あ った りす る とい う こと)を 生み

出 して ゆ く。 この よ うに 「必 要 と される こ と」 は、 一 つ には、 人間 関係 にお い て 「媒 体」 の機 能 を有 す る

もの と して考 える こ とが で きる。 「必 要」 とい う媒 体 を通 して、 私 た ちは 「他 者 な る もの」 を知 り、 「自己

な る もの」 を知 る。 そ して、 その相 互 的 なや りと りか ら日常 的 に 「文 化 な る もの」 を再生 産 してい る と考

え られ るので あ る。

ところで、 筆者 は 、一年 間通 う うちに、 これ とは異 な る位 相 での 「必 要 と される こと」 を実 感 す る よう

に もなって きた。そ れが後 の2つ く 自分 の体 が動 く〉 とく本 能 的 な反 応 〉で あ る。少 し分 か りに くい ので、

筆者 の体験 を具体 的 に詳 し く述 べ て見 よ う。

(6)体 験B〈 自分の体が動く〉

a.体 操服 の 着替 え

「何 か違 うな」 と感 じる よ うに なっ たそ の一 つ の契機 は、 「子 ど もか ら要 求 され て いな いの に、 自分 の

体が 動 く」 とい う体験 で あ る。 た とえば、 朝 か らぼ一 っ と して いた り、 あ るい は ち ょっ と した イヤ な こと

で気 分が ぐず って何 もか もや る気 が な くなっ た り して い る子 ど もが い る。彼 らが 、次 は体 育 の時 間 だ とい

うの に着 替 え をせ ず 、教室 の 中 をふ らふ らしてい た り、 あ るい は隅 に うず くまった り してい る と き、筆 者

は、 そ の子 どもか ら頼 まれ も しない のに、 ロ ッカーか ら体操 服 をもって きてそ の場 で着替 えを手伝 ってや

る(低 学 年)。 そ うす る と、子 ど もは拡 散 した り ぐず った りしてい る気持 ちを少 し立 て直 し、「次 は体育 だ。

着替 え るん だ」 とい う こ とを思 い 出す の か、 筆 者 と一 緒 に ス ム ーズ に着 替 え を行 い 、運 動場 へ 出 て ゆ く

(いつ もそ うとは 限 らない が)。 甘 や か して い る よ うに見 え るか も しれ ないが 、 この よ うな小 さ な援 助 が、

子 どもが 自分 で 自分 の気分 を立 て直す きっか け になれ ば、 その あ とは 自然 に学校 の リズ ム に もどって ゆ け

る こ と もあ る。

こ う した働 きか け をす るの には、筆 者 は は じめ、 抵抗 が あ っ た。 その 子 どもが 体 育 を した くない な ら、

しな くて もよい では ない か、全 員 が 同 じ事 をす る とい う方 が子 ど もに は不 自然 なの では ない か、 と思 って

い たか らで あ る。 しか し、 学校 で 子 ど もを よ く観 察 してみ る と、 そ うい う ときの子 ど も達 は、 「体 育 を し

た くない」 とい う意志 を もってい るの で はない 。明確 な意志 を もって着 替 え を しな いの な ら、や は り子 ど

もを無 理 に着 替 え させ る必 要 は な く、 す る気 にな った ときに着替 えるの を待 て ば よい と思 う。 ただ、 上 に

挙 げ た よ うな例 で は、子 ど もは 自分 が い る状 況 その もの か ら逸 脱 して(ま た は疎外 され て)お り、 学校 生

活 に居 場所 を見 つ け られ ないで い る よう に感 じられ るの で ある。 そ うい う子 ど もに は、 自分 もここの生 活

集 団 の一 人で あ る とい う自覚が 、 なに よ りも必 要で あ る ように思 わ れる。 一 日の大 半 を過 ごす 場所 で 、 自

分 の存 在感 を感 じ られ ない とい うこ とは何 よ り も不 幸 な こ とだ と思 わ れる か らだ。
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こ う した考 えや子 どもへ の接 し方 は、学級 の教 育 方針 と して指 示 され た こ とで は な く、 子 どもか らそ う

して くれ と要求 され た こ とで もない 。筆 者個 人 の主 観 的 な価値 観 と人 間観 察 に基 づ い てい る にす ぎない。

ロ ッカーか ら体 操 服 を もって きて その場 で 着替 え させ てや る、 とい う筆者 の かか わ りは、 た だの おせ っか

いで あ る。 しか し、筆 者の 主観 で は、そ の状 況 は上 記 で説明 した よう に 「見 える」の で、そ うす る 「必 要」

があ る と思 い こみ、 つ い体 が動 い て しま う。 つ ま り、子 ど もの 必 要(ニ ーズ)を こち らが勝 手 に決 め て、

それ を行動 に移 してい るの であ る。 もちろ ん、筆 者 の このお せ っか いが、 子 どもの気持 ち をさ らに後 ろ向

きに した り、苛 立 たせ て しまっ た りす る とき もあ る。 だか ら、 彼 らか ら 「ノー」 の サ イ ンが で た ときは、

自分が 彼 らの 「必 要(ニ ーズ)」 を読 み 間違 え た とい うこ とで、 な るべ く早め に身 をひ く。 しか しや は り、

彼 ら自身の 判断 を仰 ぐ まえに 自分 が行 動 を起 こ して しまってい る。

b.泣 い てい る子 ど も

も う一 つ、 同 じ 「お せ っかい」 の例 を挙 げ よ う。子 ど も同士が 喧嘩 を した場 合 、学校 で は両 方 の言 い分

をそ れぞ れ聞 き、 どう した らい い か を子 ど もに考 え させ る(の が教 師 の役 割 であ る と教 育 実習 で習 った)。

けが を してい れば その治 療が 先 だが 、泣 いて い る くらい な ら、気 持 ち の静 ま るの を待 ちつつ話 を き く。

その 日 も、低学 年 で些 細 な喧嘩 がお こった。普段 か らよ く遊 び もすれ ば、派 手 な喧嘩 もす る二 人 であ る。

と ころが 、 いつ もな らまず そ ん なこ とで は泣 か ない よう な一言 で、 一方 が 崩 れ る よ うな大泣 きを始 め た。

対 す る相手 は、 まさか この程 度 で喧嘩 相手 を泣 かす(負 かす)こ とが で きる とは思 って なか ったの で、 調

子 に乗 って どん どん唯 し立 てる。 周 りには他 の子 どもが何事 か と思 っ て群が って くる。

筆 者 は、 泣 き崩 れて いる子 ど もが 、前 時 間に担 任 の先生 か ら真剣 勝負 で 叱 られ てお り、喧 嘩 の まえ にす

で に気持 ちが 「い っぱ いい っぱ い」 だ ったの を知 ってい たの で、 崩壊 す る ように泣 き崩 れ てい る体 を気 が

つ いた ときに は抱 き上 げ、誰 もい ない廊下 まで連 れ てい って しまった 。私 が仲 裁 に入 って問 い た だ した と

ころで 、そ の子 が 自分 の泣 いて い る理 由をみ ん なの前 で説 明 で きる とは思 え なか った し、 た とえそ れが で

きた と して も、喧 嘩 の相手 は、何 故 そん な こ とで 泣 くの か、 やは り理解 で きない だろ う と思 ったか らで あ

る。低 学年 の子 ど もを抱 き上 げ れ ば、 身長156セ ンチ の私 で も、 他 の子 ど もの視 界 か らその子 を連 れ出 す

こ とが で きる。 その子 は、普段 は、 自分 の生 の感情 を他 人 に素 手 で触 られ るの に は とて も敏 感 に反応 す る

ような ところの あ る子 ど もに見 えて いたが 、抱 き上 げた と きは、私 の腕 の 中 に完 全 に体 を預 け て さ らに大

泣 きを続 けて い た。 その預 け られた 体 の重 み を感 じた と き、 「この子 は 、抱 き上 げ られた こ とをいや が っ

て い ない」 と とっ さに思 っ た私 は、 彼が ひ と りで十 分 泣 け る場 所 を 目指 して歩 き出 してい た。 子 ど もは 、

しば ら く一人 で好 きなだ け泣 き、 その うちケ ロ リと して 私の腕 か ら降 りて 日常 に戻 っ てい った。

この かか わ りもま た、筆 者 の主 観 に基 づ くお せ っか いで あ る。抱 っ こ して くれ と頼 まれ て もい な い し、

こうい うか かわ り方が 教育 的 に良 い と習 った記憶 もない。 自分 を振 り返 っ てみ て、考 える よ り先 に体 が動

い てい た こ とが不 思議 だ った 。子 どもに とっ て何 が必 要か。 考 え る よ り前 に、必 要 と決 めつ けて体 が動 い

て いる ので ある。た とえ ば、そ れが高 学 年の子 ど もだっ た ら私 に抱 っこは で きない し、相 手 もい やだ ろ う。

中学 生 くらい になれ ば もう、 人前 で崩壊 状 態 に なって 泣 くことす らで きな い だろ う。先 の例 も含 め て、 こ

れ らは7,8才 の子 ども とのか かわ りの 中で生 じた 「か な りおせ っかい な 自分」 であ る。

「必 要 と され る こ と」 を、 こ こで考 えて み る な ら、 それ は、 こ うしたか かわ りの後 に続 くプ ロセス にあ

る ので はない だ ろ うか 。人間 には 、相手 の必 要(ニ ーズ)を 勝 手 に決 め込 んで かか わ って しま う性 が ある。

仮 に相 手 が 自分 よ り幼 く、 自分 よ り無 力で あ れば、 な お さ らそ の性 は発揮 されや す い。 そ して、 その こと

に よっ て こそ相手 をケ アで きる とい う事 実 も、 た しか にあ る。 しか し、 自分 のか か わ りが相手 に とって ど

うい う意味 を もったの か、 そ の こ とに よって相手 は ど うな った のか 、 とい う ような吟 味 が なけれ ば、本 当

に 「必 要 と され て いた 」 のか どうか は分 か らない。 そ う した振 り返 りの作 業 と一 体 で なけ れ ば、 「おせ っ

かい な 自分 」 は 自作 自演 の喜 劇役 者 で しか ないの であ る。
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(7)体 験C〈 子どもの世界の一部になる〉

a.休 憩 時間

筆者 の言 動 が、 子 ど もに どの よ うな影 響 を与 え てい るの か。夢 や理 想 で はな く、現 実味 を もってそ の こ

とが考 え られる よ うに なった のは 、 アシス タン ト ・テ ィー チ ャー と して四貫 島小 学校 に通 い だ して一年 が

経 った頃 であ っ た。

筆者 が子 ど もに向 け る表 情 や言葉 、 あ るい は体 の反応 は、 意識 的 な時 もあ れ ば無意 識 の時 もあ るが 、 こ

ち らの意 図 にか かわ らず、 子 ど も もまた、 意識 的 ・無 意 識的 にそれ に反応 し、様 々 な感情 ・意 識 ・態度 を

見 せ て くれ る。 ひ と りひ と りの子 ども との 関係 が少 しず つで きて きて、 そ うい う細 か な変化 を認 識 で きる

ように なって きた ので あ るが、 た とえ ば、 この よ うな ことが あっ た。

休憩 時 間 に、 子 ど も達 とテ レビCMの こ とが話 題 にな り、筆 者 は 「そ れ って知 って る一。 こ うや っ て踊

るヤ ッや ん なあ?」 とい って 、軽 く体 を揺 す って踊 っ てみ た。 その ま ま調 子 に乗 っ て踊 って いた ら、 な ん

と筆者 の視 界 の後方 ギ リギ リの ところで 、 その ときその話 には加 わ って い なか った子 どもの体 が、 同 じリ

ズ ムで 動 いて い る。滅 多 に一緒 に遊 ぶ こ との ない子 どもだ った ので、 嬉 し くな って 「～ くん も、 これ知 っ

て るんや?」 と聞 いた ら、彼 は黙 って踊 るの を止 めて しまっ た。

も との子 ど もた ちの輪 に戻 る と、今度 は その 中の 一人 の足 が、 むず むず と、 なん とな くリズム に乗 って

蹴 り出す よ うに動 いて い る。 「～ ち ゃん 、 ノ ッて るなあ 」 とい っ て、調 子 を合 わせ る よ うに筆者 も足 を交

互 に蹴 り出す と、二 人 の調子 はシ ンク ロ して しまい、 と うと う踊 りにな って しまった。 なん とな く4小 節

目 に彼 が ア ドリブでポ ーズ を入 れ たので 、 その リズ ム とテ ンポ をつ なげ る よ うに踊 ってい る と、見 てい た

子 ど もが ひ と り、ふ た り、 と調 子 を合 わせ て 入 って くる。 「足 は、 こ うあ げ るん やで」 な ど とい っ て、筆

者 も周 囲 を誘 う。気 が つ くと、5,6人 が 同 じ リズ ム と同 じ振 りで踊 っ てい た。 しか し歌 や拍子 はな く、

み な黙 って調 子 を合 わせ て い る。 「これ って 、 この あ とは どうな るん や ろ う … 」 と筆 者 が思 ったの と

同 じくらい に、見 てい た一 人 の子 どもが 聞 いて きた。 「これ って何 して るん?」 「さあ …?な んか しら

ん け ど踊 って んね ん」 と筆 者。 踊 って いる子 も見 て い る子 も筆 者 も、 この事態 に どう収 拾 をつ け た らいい

の か困 った様 子 にな って きた。 そ れで なん とな く疲 れ た なあ とい う感 じで、 「ふ う～」 とい って筆 者が 踊

るの を止 め る と、 子 ど も達 も踊 りを止 めた 。い っ たい、 これは何 だ った の だ。で も、 な んか タノシ カ ッタ

ナ、 とい う感 じで 、み んな笑 ってい た けれ ど。

筆者 の ほ とん ど無 意識 的 な行動 に対 して、 思 いが けず 、子 ど もた ちが反 応 して 、新 しい ム ーブ メ ン トが

起 こる。 少 し離 れ た と ころで 自分 の世 界 を守 りなが ら反 応 して い た子 ど もに、 「～ くん も、 これ 知 って る

んや?」 とつ っ こんで い った こ とで 、 その反 応 は消 え、 また、筆 者の 態度 が 「これ って、 どうな るんや ろ

う … 」 「… なん か し らん け ど踊 って んね ん」 と腰 が 引 けた と ころで 、子 どもの態 度 も引 い て しま

う。 その結 果 、 この数分 間 の創作 ダ ンスは行 き場 が な くな り、燃焼 しきる こ ともな く、 消 えて い った。 も

ち ろん、み ん な、 なん とな く楽 しかっ た とは思 うけれ ど、筆 者の 態度 が違 ってい れば、 もっ と盛 り上が っ

て楽 しむ こ とがで きた か も しれ ない 、 と少 し残 念 に思 っ た。

b.掃 除の 時間

また別の体 験 で、 この よう なこ と もあ った 。

掃 除 の時 間 、掃 除 をせ ず に ち ょろち ょろ動 き回 って は しゃいで い る子 ど もが い た。 その子 ど もは、気分

が 高揚 す る と一 気 に盛 り上 が る よう な ところ が あ り、 そ うい う と きは 口頭 で 諭 した り、叱 った り して も

「は いは い」 と言 い なが ら、体 はす り抜 けて い って しま う。 筆者 が 叱 って も迫 力 が ない ので 、恐 くない の

で あ る。低 学 年 なの でで きるの だ が、筆 者 が彼 の 動 き回る体 を抱 きとめ、 「掃 除で し ょ!!!」 と言 い 聞

かせ て も、 目は友達 の方 へ 向 き、ス キあ らば逃 げ出そ うとす る。 その 日は、 これ まで の経験 か ら、 ム ダ と

分 か って注 意 も体 の制 止 もす る気 に な らず 、 「ど う しよ うか い な、 この 子 … 」 とい う気 分 で 、見 る と

もな く彼 の 目 を見 た 。す る と思 い がけ ず 目が あ った。 筆者 は何 か をい う意 図が あ っ たわ けで もない ので 、

そ の ま ま素 の顔 で彼 を見 つめ る こ とに なった のだ が、 そ れ もほん の数秒 の ことだ った。 ところが 、 しば ら
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くして気 が つ くと、 その 子が 一生 懸命 に掃 除 を してい る。 「?」 とい う感 じだ った が、 見 てい る とまた 目

が あっ たので 、今 度 は意識 して 「～ くん、 今 日は掃 除 を頑張 って るな あ」 とい って みた 。彼 は それ には何

も答 え なか った けれ ど、黙 々 と最後 まで しっか り掃 除 を した 。

この二 つの例 の よう に、子 ども達 は筆 者 の一 挙一 動 に対 して 、い つ も、 ほ とん ど本 能 的 に反応 してい る

の で はな いか 、 と思 うこ とが あ る。 そ の反応 の表 れ方 は、 高 学年 と中学 年 、低 学年 で は ま った く違 うし、

個 々人 に よって も違 う。筆 者 との か かわ りの程 度 に も よるか もしれ ない。 しか しなが ら、そ の一 回、 一 回

の子 ど もの率 直 さを思 う と、 「自分 との関係 におい て、 そ の と き彼(女)に 何 が起 こっ たか」 とい う点 が、

とて も気 に なる よ うにな って きた5)。

「必 要 とされ る こと」 につ いて 、 こ こで また少 し考 えて み よ う。 今例 に挙 げ た二 つの体 験 で、子 ども達

は筆 者 を必 要 と して いた だろ うか。 何 らか の援助 を求 め られ る とい う意味 で は、必 要 と され てい ない だ ろ

う。頼 りに されて い たの か といえ ば、 ほ んの少 しあ ったの か も しれ ない が、筆 者 が いな くて は困 る とい う

状 況 では なか った 。 また筆 者が 、彼 らの必要(ニ ーズ)を 「読 み とって」 勝手 に体 が動 いた とい うもので

もな い。筆 者 は、た だそ こ にいて休 み時 間 を一緒 にす ご し、掃 除 を一緒 に しただ けで ある。 しか しなが ら、

そ こにい る だけで 、筆 者 の態度 ・行 動 ・反応 は子 ども達 か ら様 々 に意味 づ け られて い る。つ ま り、子 ど も

の意味 世界 の なか に、筆 者 は彼 ら自身 に よっ て位置 づ け られて い るの だ。筆 者 は、子 ど も達 か ら存 在意 義

を与 え られて いる。筆者 は 、そ の と きの子 ど もた ちの 、そ れぞ れの世 界 の一 部 にな って いる とい う意味 で、

「必 要 と され て い る」 とい え るだ ろ う。 それ は、 た だ そ こにい る だ けで意 味 を与 え られ る とい う、 か ぎ り

な く根 源 的な ホス ピタ リテ ィで は ない だろ うか。

例 には挙 げ なか っ たが、小 学校 にい る と、 子 どもが不 意 に満面 の 笑み を浮 かべ て こち らの 目 をみ るこ と

が あ る。 きっ と、 な にか嬉 しい ことや楽 しい こ とが あ ったの だ。 そ う した 自分 の感 情 が思 わず 表 出 され る

先 に、 た また ま筆者 の 目が あ る。彼 らはそ う とは知 らず行 って いる であ ろ うが、 その と きの筆 者 は、彼 ら

か ら素朴 で 力強 い存 在意 義 を与 え られ てい る よ うに感 じられ る。 そ して 、子 ども達 の その ような反 応 をい

とお しく思 う とき、 筆者 もまた 、彼 らを必 要 と して い る。 この関係 を大切 に した い と願 い 、子 ど もにと っ

て大 切 な こ とは何 か 、 自分 にで きる こ とはあ るか と、考 え始 め てい るの で ある。

(8)「 必要とされること」の3つ の位相から多層的生成へ

小 学 校 で の 体験 か ら、 「必 要 と され る こ と」 につ い て、A〈 子 ど もが 求 め て くる>B<体 が 勝 手 に動

く>C〈 本能 的 な反応 〉の3つ に分 けて考 えて きた。 この 考察 の 中で見 えて きた もの は、3つ の 「必 要 と

される こ と」 に はそ れぞ れ違 いが あ る とい うこ とだ。

A〈 子 ど もが求 め て くる 〉で は、 相手 が 何 か 必 要(ニ ーズ)を 発 す る こ とに よ り 「必 要 と され」 た 。

B〈 体が 勝手 に動 く〉に見 られ るの は、 こち らが そ こ に必 要(ニ ーズ)が あ る と思 い こん で行動 し、そ の

振 り返 りの 中で見 えて くる 「必 要 と され る こ と」であ る。そ して 、C〈 子 ど もの世 界の 一部 になる 〉で は、

そ の と きお 互 いが お 互 い の世 界 の 一 部 に な って い て 、不 可 欠 で あ る とい う意 味 で 「必 要 と され てい る」

(と同時 に必 要 と してい る)。 これ らの3つ は どれ も筆 者 の実体 験 に基づ い て、感 じた こ と、考 えた こ とを

ほ ぼ時系 列 にそ って並 べ た もので あ るが、 振 り返 って考 えてみ るな らば、 それ ぞれ の体験 の軸 とな って い

る事 象 には微妙 な差 異 が あ り、その場 にい る筆 者 の態度 に も異 な る意識 が反 映 され てい る よ うに思 われ る。

A〈 子 ど もが求 め て くる 〉で取 り上 げ た体験 は、 言葉 や 身体 によ って表 出 された 明確 な事 実が 軸 にな っ

てい る。 客観 的 に見 て、 ある程 度 の共通 認 識が 可能 だ と思 われ る状 況で あ る。初 対面 の子 ど も達 を前 に し

て、努 め て冷 静 に状 況 を把 握 しよ うと してい る筆者 の意 識 が うかが え る。B〈 体 が勝 手 に動 く〉の体 験で

は、筆 者 が その よ うに考 え、感 じた とい うこ とが 軸 に なって い る。極 めて主 観 的 な事 象 が軸 に なっ てお り、

他 の 人が 同 じよう に感 じ、 また行動 す る とは限 らない。 筆 者 は、冷 静で あ る こ とよ り、 目の前 の現 実 に自

分 が 関 わ って ゆ くこ とに集 中 してい る。 そ してC〈 子 ど もの世 界の 一部 にな る〉で は、 そ の と き、 その場

で生 起す る一 回 限 りの相互 生成 が軸 にな って い る。 客観 的 に も主観 的 に も、誰 に も予 想 ので きない事 象 の

展 開 。筆 者の 態度 に は、生 々 しい意 味生 成 の場 に放 り出 されて、少 しとま どってい る意 識が感 じられ る。
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実体 験 の 中で軸 にな ってい る事象 の差 異 、 そ して、 こ う した意 識 の差 異 は、エ リク ソ ンの次 の ような視

点 に重 ね て考 える こ とが で きるか も しれ ない 。エ リク ソ ンは、私 た ちが普段 「現実 」 と呼 んで い る もの が、

実 際 には私 た ち人 間の 主観 や文脈 、 関係 性 な どに影響 を受 けて多様 に構成 され うる もので あ る こと を明 示

して い る。彼 は、 それ を 「3つ の 現実 」 と して 、事 実性<factuahty>、 現 実性<reality>、 ア クチ ュ ア リ

テ ィ<actuality>と い う異 な る位 相 で とらえて い るので あ るが、 その説 明 は以 下の よう にな ってい る。

事実 性<factuality>と は、 「我 々が 日常 的 に言 う 『もの 」的 な事 実 の世 界 で あ り、最 低 限度 の 歪 曲や否

認 を伴 って知覚 され、 同時 に所与 の 認知発 達 の段 階 と所与 の技 術 と科 学 の中 で可能 な、 最大 限度 の 妥当性

を もっ て知 覚 され る もので あ る」。現 実 性 く リ ア リテ ィ〉 とは、 「我 々 が知 った こ の事 実 を、 そ の本 質 を

我 々が(多 か れ少 なか れ驚 きを もって)認 識 で きるよ うにす る一 つ の意味 連 関 にまで高 め る、 説得 力の あ

る一貫性 と秩 序 で あ り、 一 つの言 語 と一 つの 世界像 を共有 す る一 団の 人 間た ち全員 が共 有す る真 実価 値 の

こ とで あ る。」 ア クチ ュア リテ ィ<actuality>と は、 フロ イ トが<Wirklichkeit>('Wirken'す な わち 「作

用 」 ない し 「働 くこ と」 か ら派 生 した 言葉)と して 「現 実」 を とらえ た こ とに依拠 しつ つ、 「能動 的(ア

クテ ィヴ)で 相 互 作用 的 な(イ ンター ア クテ ィヴ)意 味 合 い を もつ、 「相互 活性 化 」<mutualactivatめn>

を意味 す る。」(E㎡kson1982,pp.89-90.)

(2)で 述 べ た よ うに、エ リク ソ ンは ラ イフサ イ クル論 に おい て、 かか わ りの なかで 人 間の発 達 が進 み

ゆ くとい う側 面 を と らえてい たが 、実 際 のか かわ りのな かで私 た ちが認 識 す る現実 その もの は 、 この よ う

に例 えば3つ の異 なる位 相で と らえ られ る よ うな多層 的特徴 を もって い る。 ここで は、 その こと をあ らた

め て確認 してお く必 要が あ るだ ろ う。 とい うの も、 かか わ りの中 での変 化生 成(発 達)も また 多層 的 な も

の であ り、そ れ らが いつ も一 つ の ス トー リー に収 まる とは限 らない か らだ 。多層 的 に進行 す る変化 生 成。

そ れは相 互 に影響 を与 え連 動 す る こと もあれ ば、 た とえ ば 「覚 醒」 や 「非連 続性 」 とい う概念 で 説明 され

て きた ような、一 回性 と超 越性 を有す る現象 と して 現れ る こ と もあ る。

本稿 で は、 「必 要 と され る こ と」 に よ って、 私 た ち人 間 にいか な る変化 生 成 が もた らされ るの か、 とい

う ことを具体 的事 象 に即 して述べ て きた 。結論 と して、以 下で は、 そ れぞ れの 体験 にお いて筆 者 に生 じた

(生 じるで あろ うと想 定 され る)変 化 生成 を、 エ リクソ ンが現 実 を と らえ る3つ の視 点 に沿 って ま とめ る。

しか し、 これ は今 述 べ た よう な多 層 的 に進 行 す る変 化 生成 を とらえ る一つ の試 み にす ぎず、 暫定 的 な視 点

で あ る。

Aの 「事実 性」 の相 におい て見 られる変 化生 成 は、相 手 の必 要(ニ ーズ)に 可 能 な範 囲で応 え よう とす

る動 きであ る。経 験 を積 んで 「教 え方 」 が うま くな る とい うよ うに、 これ には技 術 と して磨 い てい く(形

成 して ゆ く)と い う側面 もあ るだ ろう。Bの 「現 実性」 の相 にお いて は、相 手 との 関係 を通 して 自己 を反

省 す る思 考 回路 が生 成 して いる。 これは 、人 間が相 手 の必 要(ニ ーズ)を 読 み とろ うとす る性 を補 うた め

に も、培 って ゆか ね ば な らない 回路 で あろ う。 そ れが な けれ ば、 「必 要 とされ る こ と」 そ の ものが 一人 芝

居 とな り、相 手 の必 要(ニ ーズ)に 応 え る こ とには な らない。 この 回路 は、 潜在 的 に必 要 を発 してい る他

者 のた め であ る と同時 に、 「必 要 と され」、 「役 に立 つ」 自分 であ りたい と願 う 自己 を支 える ため の もので

もある。 そ してCの 「ア クチ ュ ア リテ ィ」 の相 におい て は、生 々 しい意 味生 成 に触 れて とま どいつつ 、相

手 と自分 との 間 に生 まれ てい る関係 を育 もうとす る気持 ちが 生 じて い る。た だ そ こに共 にい る とい うだ け

で、 私 た ち人 間 はお互 い に意味 を投 げか け合 う存在 で あ る とい うこ とへ の気 づ き。 ホス ピタ リテ ィの根 源

に あ る素朴 な他 者受 容 。 そ の相 互 意味 生成 プ ロセ ス を、 お互 い に とって 有意 義 な もの と して ゆ くた め に

(その関係 性 が暴力 性 や無 関心 に覆 われ て しまう ことが ない ように)、 関係 を大 切 に育 もうと してい る。

これ ら3つ の位相(あ るい は他 の位相 も想 定 で きるの か も しれ ないが)で の変化 生 成 は、実 際 に は、 場

合 に よって浸透 ・共鳴 ・反発 しあ う こと もあ れ ば、無 関係 にあ るい は分裂 的 に進行 す る こ と もあ るだ ろ う。

何 らか の必 要(ニ ー ズ)が あ る こ とに よって 、子 ど もと筆 者 との 間で相 互 的 な や りと り<interaction>が

生 じ、そ こで 変化 生成 が起 こる。媒 介(「 必 要性 」)を 通 して、 お互 いが 生成 し形 成 され る。共 有 して い る

時 間 ・空 間の意 味づ けが生 み 出 されて ゆ く。 そ の ダイナ ミズ ム その もの が、多 層 的 に、 ときには分 裂的 に

生 起す る ので ある。

エ リク ソ ンは、成 人期 に関 す る著述 の な かで 、 た とえば子 育 て に関 して、 「赤 ん坊 は 、家 族 に コ ン トロ

ール され る と同時 に、 その家 族 をコ ン トロール し育 てて い る。実 際 、家族 は赤 ん坊 に よって育 て られ なが
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ら、赤 ん坊 を育 て てい る とい える」(Eriksonl963,p.65.)と 述べ てい る。 この見 解 は、 異世 代 間 のか かわ り

を相 互形 成 と して と らえるエ リク ソ ンの視 点 を明確 に示す もの と して 、 これ まで に も数 多 くの研 究者 に よ

って言及 され て きた6)。 そ して、筆 者 の見解 で は、 エ リ クソ ンは、 この相 互 性 が生 じる契 機 と して 「必要

と され る こ と」 を考 えてい た と思 われ る7)。 本 稿で は、 この 「必 要 とされ る こ と」 を現 実 の事 象 か ら取 り

だ す こ とを試 み たの であ るが 、 それ にエ リクソ ンが 「現 実 」 その もの を多層 的 にと らえる視 点 を重 ねて み

るな らば 、 「必 要 とされ る こ と」 な らび に 「相 互性 形 成」 もま た、エ リク ソ ンの理論 にお い て は、 多層 的

に進 行 す る もの と して位 置づ け られ る こ とが わ かる。 そ う した位置 づ け におい て こそ、 異世代 間相 互 形成

を世 代 サ イクル の原動 力 と して と らえるエ リク ソンの見解 を、説 明 す る ことがで きるか らで ある。つ ま り、

相互 形成 を、 文化 継承 や相 互補 完 の機 能 にお い て と らえ るだ けで は な く、 ときに は 「挑 戦」 を も突 きつ け

られ る ような、 ダ イナ ミ ックで相 克的 な 関係 と して、生 成 の生 々 しさに直 面せ ざる を得 な い関係 と して と

らえて は じめて 、 これ をかか わ りの原 動力 、 つ ま り世代 サ イ クル の原動 力 と して想起 す る こ とが で きる か

らで あ る。

「必 要」 とい う媒 体 を通 して、 私 た ち は多層 的 に 「他 者 なる もの」、 「自己 なる もの」 を知 る。 そ して 、

そ の相互 的で 多層 的 なや りと りか ら 「文 化 な る もの」 を再生 産 ・生 成 して い る。そ の プロ セスが 一 つの ス

トー リー に還 元 で きる よ うな一面 的 な もので は ないか らこそ、 人 間の 自我 の強 さ、 共同体 の強 さが鍛 え ら

れ てゆ くので あ ろ う。世代 サ イ クル とい うパ ース ペ クテ ィブ にお いてエ リク ソ ンが示 唆 してい る 「自我 の

強 さ」、 「共 同体 の強 さ」 につ い ては、 さ らに詳 細 な考 察が 必要 で あ る と思 われ るが 、 これ につ いて は、エ

リク ソンの 自我 観 、共 同体 観 の検討 も含 め て、今 後 の課題 と したい。
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